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書評

　岩田健太郎氏が監訳を担当され

た『Emerging Issues and Contro-

versies in Infectious Disease』の翻

訳である。それだけ紹介しておけ

ば，もうこれは読むしかないとい

う人も多いだろう。そこで私が追

加できることはなにか，と自問し

ながら，この本について書く。

　中耳炎や副鼻腔炎，呼吸器関連

感染症，敗血症，偽膜性腸炎など，

ありふれた問題に対する問題が，

わかりやすくというか，わかりに

くくというか，まとめられている。

忙しい外来中や病棟でこの本を参

照したりすると，ポイントだけを

明確に書いてほしいと，文句を言

いたくなるような本である。しか

し，本書は臨床現場でどうすれば

いいのか参照するために書かれた

本ではない。時間があるときに

じっくり読む本である。

　本書の特徴は以下のような記述

にあると思う。重症敗血症に対す

るステロイドの効果について述べ

た部分である。

　「死亡の相対危険度をベースラ

インの 35％から 15～20％低くす

るにはサンプル数が小さすぎ，そ

れには少なくとも 2,600 人の試験

を必要とする。そのような圧倒的

な数の試験が必要か否かは議論の

余地がありそうである」

　通常の記述では「明確なエビデ

ンスはない」と書かれる部分であ

る。エビデンスがないからといっ

て何もしないというわけにはいか

ないだろう，というような意見は，

単にエビデンスがあるとかないと

かいう大ざっぱな記述に対する正

当な反応である。上記の記述は，

「明確なエビデンスはない」という

明確であるが決して正確でない表

現に対し，臨床医のためのエビデ

ンスの見方の 1 つを明示してい

る。しかし，多くの臨床医はこの

記述についていけないかもしれな

い。ついていけないとしたら，ま

ず本書を通読することをお勧めす

る。今まで自分自身がエビデンス

と呼んでいたものが，まったく

違った様相でみえてくるに違いな

い。

　本書をすべての臨床医に勧めた

い。臨床医が判断の材料にしてい

る研究結果というものが一体どん

なものなのか，単に明確とかあい

まいというだけでなく，もう一度

じっくり考えるために。
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